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   編　集　後　記

「核医学」は本号をもって第 50巻となります。前
号の編集後記にて、「ANMは変革期にある」と絹谷
編集長が書かれていますが、和文誌も第 50巻に突入
し、両学会誌の更なる飛躍に向けて、より一層の緊
張感を持って編集作業に携わって参りたいと考えて
います。
最近、「セラノスティックス (Theranostics)」とい

う言葉を耳にすることが多くなったように思います。
治療学 (Therapeutics)と診断学 (Diagnostics)の合体し
た言葉で、診断と治療を統合する研究領域と考えら
れ、すでに「Theranostics」という雑誌も刊行されて
います。診断と治療を密に連携させることで、個別
の疾患の特性に合わせた治療を施す個別化医療や、
ある治療法が奏功すると思われる患者を選択して治
療を行う予測治療、等への貢献が期待されます。核
医学分野においては、バセドウ病患者の甲状腺シン
チをもとに治療に必要な I-131投与量を計算する、甲

状腺がんの I-131治療後にイメージングを行い、そ
の分布を確認する、In-111抗体シンチから Y-90抗体
治療の副作用を予測する、など、日常的にセラノス
ティックスを実践しています。また、分子イメージ
ング研究の進歩により、様々な分子標的の発現をイ
メージングで捉え、それに見合った分子標的治療薬
を選択することが可能になるとともに、標識する放
射線核種を変えることにより、診断プローブを治療
プローブに転換することもできます。ナノ粒子を用
いたドラッグ・デリバリー・システムが最近注目さ
れていますが、ナノ粒子にイメージング能を付加す
ることにより、治療過程のリアルタイムイメージン
グも可能になります。このように、核医学・分子イ
メージング研究を進めるにあたって、セラノスティッ
クスを視野に入れつつ研究を進めることが重要だと
思っています。

（佐賀　恒夫）　


